
逃
避
の
文
学
に
つ
い
て	

樋　

田　

千　

夏

日
韓
映
像
文
化
論	

上
遠
野　
　
　

文

川
上
未
映
子
論	

菅　

原　

い
つ
き

大
江
健
三
郎
論	

曽
我
部　

ゆ　

い

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
登
場
人
物
と
こ
と
ば	

西　

村　

友　

里

『
曾
我
物
語
』
に
つ
い
て	

菊　

池　

茜　

里

『
源
氏
物
語
』
六
条
御
息
所
論	

青　

木　

瑠　

奈

『
魔
女
の
宅
急
便
』
論	
浅　

川　

清　

乃

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
葵
の
上
に
つ
い
て	
阿　

部　

梨
佳
子

宮
澤
賢
治
論	
粟　

野　

花　

菜

和
歌
に
お
け
る
「
黒
髪
」
に
つ
い
て	

伊　

藤　

華　

純

川
上
未
映
子
論	

伊　

藤　

結　

菜

思
想
弾
圧	

猪　

野　

華　

鈴

記
紀
に
お
け
る
陰
陽
神	

上　

田　

捺　

未

家
族
内
呼
称
の
変
遷

　

―
１
９
７
２
年
と
２
０
２
０
年
の
比
較
―	

浮　

穴　

茶　

椰

吉
本
ば
な
な
論	

江　

藤　

春　

花

虎
の
変
身
譚
に
つ
い
て	

大　

谷　

優　

実

森
鷗
外
の
漢
語
、
及
び
漢
字
の
用
字
法
に
つ
い
て	

大　

坪　

優　

月

サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
論	

小　

倉　

凜　

久

幾
原
邦
彦
論	

小　

田　

汐　

音

『
源
氏
物
語
』
入
内
す
る
女
性
た
ち	

片　

川　

彩　

美

旧
唐
書
に
お
け
る
則
天
武
后
像	

勝　

木　

悠　

里

近
現
代
に
お
け
る
否
定
と
呼
応
す
る
副
詞
の
変
遷
に
つ
い
て

	

加　

納　

愛　

梨

明
治
２
０
年
代
に
お
け
る
翻
訳
小
説
の
文
末
表
現
に
つ
い
て

	

川　

村　

真　

穂

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
接
尾
辞
の
研
究	

菊　

池　

美　

穂

柳
田
國
男
「
片
目
の
魚
」
の
再
考	

熊　

谷　

里　

南

中
世
の
星
観
に
つ
い
て	

後　

藤　

蘭　

菜

『
源
氏
物
語
』
浮
舟
に
関
す
る
考
察	

込　

堂　

美　

月

古
代
日
本
文
学
に
お
け
る
「
見
る
な
」
の
禁
忌	

古　

村　

あ
り
さ

上
代
文
学
に
お
け
る
異
類
婚
姻
譚
に
つ
い
て	

齋　

藤　

彩　

夏

古
代
に
お
け
る
地
獄
の
往
来	

坂　

本　

温　

美

宮
沢
賢
治
に
お
け
る
〈
犠
牲
〉	

櫻　

井　

真　

梨

古
代
文
学
か
ら
見
る
行
基
像	

佐
々
木　

美　

綾

二
〇
二
〇
年
度
　
日
本
語
・
日
本
文
学
科 

卒
業
研
究
題
目
一
覧



夢
野
久
作
論	

佐
々
木　

美　

月

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
考
察

　

―
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
連
性
か
ら
―	

佐　

藤　

有　

紗

『
源
氏
物
語
』
朱
雀
論	

嶋　

田　

早
希
子

現
代
同
性
関
係
論	

觴　

谷　

花　

音

『
源
氏
物
語
』
藤
壺
と
六
条
御
息
所
に
つ
い
て
の
考
察	

高　

階　
　
　

玲

古
代
に
お
け
る
夢	

高　

田　

知　

弥

『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
見
る
狐	

高　

橋　

香　

乃

太
宰
治
論	

高　

橋　

舞　

羽

ピ
ク
サ
ー
の
歴
史	

瀧　

谷　

美　

夢

日
本
文
学
か
ら
見
た

　
『
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ　
Ｉ
Ｎ　
Ｔ
Ｈ
Ｅ　
Ｒ
Ｙ
Ｅ
』	

津　

野　

悠　

妃

『
好
色
一
代
男
』
論	
戸　

島　
　
　

彩

押
井
守
論	
富　

岡　

望　

海

村
上
春
樹
論	
富　

木　
　
　

颯

文
学
作
品
に
お
け
る
人
称
・
呼
称
の
諸
相	

長　

尾　

百　

華

少
女
文
学
論	

中　

里　

友　

姫

落
語
・
講
談
・
浪
花
節
に
お
け
る
言
語
事
象
の
諸
相

　

〜
語
り
口
と
キ
ャ
ラ
付
け
〜	

仲　

澤　
　
　

萌

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
浮
舟
に
つ
い
て	

中　

島　

響　

紀

「
天
候
」
に
お
け
る
和
歌
表
現
史
に
つ
い
て	

中　

瀬　

美　

和

武
家
言
葉
の
変
遷
に
つ
い
て	

中　

西　

翔　

子

夢
野
久
作
論	

成　

田　

真
友
子

「
火
の
鳥
」
論	

西　

野　

聖　

彩

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
題
名
考
察	

野　

本　

日　

菜

官
能
小
説
論	

長　

谷　

美
菜
代

戦
後
絵
本
史
に
お
け
る
『
バ
ム
と
ケ
ロ
』
の
位
置
づ
け	

畠　

山　

茉　

央

戦
後
日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
論	

福　

島　

柚　

花

綿
矢
り
さ
論	

藤　

井　

綾　

香

『
竹
取
物
語
』
の
考
察	

藤　

本　

み
や
び

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
重
衡
の
人
物
像
に
つ
い
て	

藤　

原　

愛　

莉

源
実
朝
考
―
政
治
と
和
歌
の
関
係
性
―	

古　

山　

萌　

夏

『
聊
斎
志
異
』
に
お
け
る
女
性
観	

紅　

谷　
　
　

麗

明
治
期
に
お
け
る
児
童
文
学
の
変
遷	

逸　

見　

柚　

那

夏
川
草
介
『
神
様
の
カ
ル
テ
』
か
ら	

堀　

江　

可　

純

吉
田
知
子
論	

前　

野　

絢　

音

〈
異
性
装
〉
論	

増　

田　

萌　

乃

探
偵
論	

松　

浦　
　
　

礼

川
端
康
成
論	

松　

原　

亜　

美

『
日
葡
辞
書
』
に
お
け
る
色
彩
語
の
研
究	

松　

本　

美　

桜

古
代
日
本
文
学
に
お
け
る
赤
色
に
つ
い
て	

三　

浦　
　
　

晴

『
五
分
後
の
世
界
』
論	

三　

谷　

葉　

月

森
茉
莉
論	

道　

下　

瑞　

樹

三
浦
綾
子
『
塩
狩
峠
』
論	

南　
　
　

侑　

希



山
東
京
伝
論	

村　

岡　

茉　

鈴

遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
論	

村　

林　

侑　

香

新
聞
の
文
末
表
現
の
変
遷

　

〜
な
ぜ
〝
デ
ア
ル
体
〟
は
衰
退
し
た
の
か
〜	

森　

本　

奈　

那

〈
悪
女
〉
論	

安　

丸　
　
　

希

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
牛
に
つ
い
て	

矢　

部　

葉　

月

日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
受
容
に
つ
い
て	

横　

山　

泉　

実

近
現
代
に
お
け
る
昔
話
の
定
型
文
の
変
化
に
つ
い
て	

吉　

浦　

杏　

夢

浅
野
い
に
お
論	

吉　

岡　

綾　

乃

『
源
氏
物
語
』
弘
徽
殿
の
女
御
に
つ
い
て	

吉　

田　

向　

夏

中
世
の
「
遊
女
」
に
つ
い
て
の
研
究	

吉　

本　

李　

茄

三
島
由
紀
夫
論	

渡　

部　

佑　

菜

【
ク
ラ
ス
タ
ー
卒
業
研
究
】

〈
他
学
科
へ
の
提
出
〉

音
象
徴
か
ら
見
る
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
名	

大　

岩　

歩　

佳

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
規
制
に
つ
い
て	

保　

木　

悠　

華

安
楽
死
の
正
当
性
の
可
能
性	

山　

本　

果　

奈
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